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　　人口の動き

一6月1日現在一
男　　　4，456《刊）

女4，470（一1）
計　　　8，926（一〇）

世帯数2，226（＋2）
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　原木を削って、四カ月がかりで作ってきた手づくりカヌーが完

成し、進水式では滑るように航跡を残して進みました。

　このカヌーは全長3m80cm、全幅85cm、重さ20kgで、2人乗り．
船体はスプルース（米杉）を使用しており、製作費およそ6万円
というもの。

　乗ってみた感想は、「バランスが大変難しい」「思ったよりこ

ぐ力がいらなかった」ということです。

　《カヌーづくりに取り組んだ、左から柳和夫さん（高原田45歳）

山ロ徹さん（十日町市31歳）、村山壮さん（元町34歳）、五十川

清さん（沖立36歳）の4人の皆さん》

　圃休日救急医
6月16日中条病院（中条）丘57－3018

23日山口医院（下条）費55－2003

30日至誠堂医院（西浦町）852－3276

7月7日大熊医院（山本町）奮52－7066

14日千手診療所（中央町）費68－2034

〆



焦
汐
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五
月
十
籔
田
、
第
三
国
町
議
会
臨

時会が

開
か
燕
ま
し
総
。
套
期
ぽ
一

臼
驚
す
。
六
件
の
案
件
が
承
認
港
れ
、

三
件
の
議
案
演
原
案
ど
お
η
可
決
さ

れ
蒙
爆
蹉
。

　
始
め
に
、
前
議
会
議
長
押
木
競
男

さ
ん
の
辞
職
鷺
葎
渉
議
長
選
挙
が
あ

鰻
叢
難
だ
。
選
挙
の
結
果
、
新
議
長

縫
桑
原
要
雄
議
員
（
室
島
・
当
選
五

回
囎
驚0
歳
）
解
選
ば
れ
ま
し
だ
。

　　　　　籍
　　　難鑛轟購

　
難癒塗

灘　
　
　
艦

　灘獺輪

条
例
の
一
部
改
正

●
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
三
年
度
以
後
の
所
得
割
の
税

率
の
区
分
、
各
種
所
得
控
除
、
固
定

資
産
の
免
税
点
な
ど
の
改
正
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
保
険
税
の
最
高
額
、
軽
減
世
帯
の

所
得
認
定
額
な
ど
の
改
正
で
す
。

補
正
予
算

●
平
成
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
増
額
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
ま
ち

お
こ
し
基
金
の
積
み
立
て
九
、
四
一

四
万
円
、
文
化
会
館
建
設
基
金
の
積

み
立
て
六
、
五
〇
〇
万
円
な
ど
で
す
。

●
平
成
二
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診

　
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

　
へ
き
地
診
療
所
補
助
金
償
還
金
が

　　験．1

議長桑原要雄

、
欝

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

　
医
療
給
付
費
と
医
療
支
給
に
係
る

経
費
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
川
西
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
係

る
経
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
工
事

請
負
契
約
の
承
認

●
町
道
山
野
田
下
平
線
改
良
工
事
請

負
契
約
変
更

　
請
負
金
額
が
四
九
五
万
円
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
　
（
契
約
の
相
手
方
”
加

賀
田
組
・
吉
楽
土
建
共
同
企
業
体
）

●
ふ
る
さ
と
広
場
ゾ
ー
ン
整
備
工
事

　
請
負
金
額
”
九
、
四
七
六
万
円
、

契
約
の
相
手
方
”
丸
山
・
川
西
電
気

共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広7月21日のオープンに向けて整備の進む中子ふるさと

騰
橘
運
動
場
照
明
施
設

鋳罫艶

　
五
月
十
二
日
、
橘
運
動
場
照
明
施

設
完
成
式
典
が
、
同
運
動
場
で
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
去
年
、
九
月
二
十

日
に
工
事
着
手
、
十
二
月
十
七
日
完

成
し
た
も
の
で
す
。
（
事
業
費
”
四
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
よ
う
す
（
左
か
ら

山
田
橘
地
区
振
興
会
長
、
宮
体
協
会

長
、
戸
田
総
文
委
員
長
、
南
雲
町
長

大
口
企
業
体
代
表
、
高
津
教
育
委
員

保
坂
公
民
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

六
一
四
万
円
、
施
工
業
者
“
橘
運
動

場
照
明
施
設
共
同
企
業
体
）

　
町
、
議
会
、
体
育
協
会
、
地
域
、

施
工
業
者
の
代
表
に
よ
っ
て
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
さ
れ
た
あ
と
、
南
雲
町
長
が
、

「
運
動
場
の
使
用
は
勤
務
形
態
か
ら

か
、
ど
う
し
て
も
夜
間
に
集
中
し
て

し
ま
う
と
い
う
現
状
に
あ
る
。
こ
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
か
ね
て
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
も
の
で
、
き
ょ
う

か
ら
大
い
に
利
用
が
で
き
る
。

　
今
後
も
、
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ

ん
か
ら
末
長
く
愛
さ
れ
る
よ
う
、
整

備
に
つ
い
て
も
期
待
に
こ
た
え
た
い
」

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
長
の
手
で
点
灯
ス
イ

ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
四
基
の
照

明
塔
に
灯
が
入
り
、
集
ま
っ
た
人
た

ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
完
成
を
祝
っ
て
、
少
年
野

球
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
記
念
行
事
も
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
照
明
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
、

町
内
で
ナ
イ
タ
ー
の
試
合
が
で
き
る

施
設
は
、
庚
塚
運
動
場
（
昭
和
5
7
年

9
月
完
成
）
に
次
い
で
、
ニ
カ
所
と

な
り
ま
し
た
。

轡3．6．10



　　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　蒙

　　　　　　　酉　　　　　　叩　　　　∂億」7

語響…

つきたてモチと
コシヒカリ

糊
、
欝

　
　
　
　
　
　
癬

好評だったコシヒカリで作ったおにぎりのサービス

　
五
月
一
日
か
ら
六
日

ま
で
、
東
京
池
袋
の
西

武
デ
パ
ー
ト
で
第
七
回

「
村
の
万
博
9
0
」
日
本

の
一
〇
一
村
展
が
開
か

れ
、
川
西
町
か
ら
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
全
国

か
ら
選
ば
れ
た
市
町
村

が
、
腕
に
よ
り
を
か
け

た
自
慢
の
品
々
を
、
都

会
に
暮
ら
す
方
々
に
紹

介
・
販
売
す
る
物
産
展

で
す
。

　
町
か
ら
は
、
千
手
地

域
の
機
械
施
設
利
用
組

合
（
南
雲
博
組
合
長
）

が
、
昨
年
か
ら
生
産
を

し
て
い
る
「
切
り
モ
チ
」

を
売
り
出
し
た
い
と
参

加
し
ま
し
た
。

　
物
産
展
の
呼
び
声
は
、

モ
チ
は
、
　
　
寸

ち
び
っ
子
も
大
喜
び
。
モ
チ
つ
き
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
新
潟
の

　
　
　
　
い
か
カ
で
す
か
？
」

　
本
物
の
つ
き
た
て
モ
チ
を
昧
わ
っ

て
欲
し
い
と
ウ
ス
、
キ
ネ
を
持
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
広
い
会
場
内
に
モ
チ
を
つ
く
音
が

ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
、
ワ
ン
サ
と
人

が
集
ま
り
ま
す
。
お
ろ
し
大
根
の
辛

み
昧
と
、
き
な
紛
モ
チ
は
、
一
ち
ぎ

り
二
百
円
で
す
。
最
高
は
、
一
日
で

な
ん
と
二
十
数
回
、
六
日
間
で
六
俵

の
モ
チ
を
つ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
品
と
し
て
配
っ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
町
広
報
紙
を
お
届
け
し
て
い
る
方

々
や
、
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
会
員
か
ら

も
、
た
く
さ
ん
掛
け
付
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
来
年
は
、
も
っ
と
も
っ
と
町
の

産
物
を
集
め
、
一
人
で
も
多
く
都
会

の
人
に
町
を
P
R
し
て
い
き
た
い
」

と
、
協
力
い
た
だ
い
た
生
産
組
合
の

方
々
、
農
協
・
町
職
員
は
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
　
『
ふ
れ
あ
い
ノ
ッ
ク
』
は
、
町
の

自
然
昧
あ
ふ
れ
る
特
産
品
を
会
員
に

お
届
け
す
る
こ
と
を
第
一
に
、
体
験

農
園
や
雪
上
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
し
て
都
会
に
住
む
人
た
ち
と

の
心
の
交
流
を
は
か
り
、
”
味
覚
“

と
”
自
然
“
、
そ
し
て
”
ま
ご
こ
ろ
“

を
セ
ッ
ト
に
し
て
お
送
り
し
て
い
ま

す
。　

ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
は
、
町
出
身
者

に
限
ら
ず
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
求
め

て
い
る
方
、
ふ
る
さ
と
の
味
や
特
産

品
を
楽
し
み
た
い
方
、
ど
な
た
で
も

会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
年
間
の
予
定
と
し
て
、
三
回
の
特

産
品
の
発
送
、
二
回
の
交
流
会
、
「
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
Q

・
．
蔵
拶
．
あ
嚥
演
懇
屡
「

　
　
o
N

今
回
お
届
け
し
た
パ
ッ
ク
の
中
身

猶響

町・農協の職員の手によって行われた
パック詰めの作業

れ
あ
い
情
報
」
な
ど
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　
五
月
八
日
、
こ
の
パ
ッ
ク
の
今
年

度
第
一
回
目
の
荷
詰
め
作
業
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
届
け
ら
れ
た
品
物
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ウ
ド
・
コ
ゴ
ミ
な
ど

の
山
菜
、
笹
だ
ん
ご
、
ち
ま
き
、
き

ね
つ
き
草
モ
チ
、
手
づ
く
り
漬
け
物

な
ど
十
品
で
す
。

会
員
に
な
り
た
い
方
、
詳
し
い
こ

と
を
知
り
た
い
方
は
、
役
場
内
「
ふ

れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
」
へ
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

魯
〇
二
五
七
－
六
八
⊥
三
一
一
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自然体験
おさそい◆／去年行われた子ども村のひとコマ

生29，000円中学生29，000円
生　36，000円　中学生　42，000円

生　24，000円　中学生　24，000円

囹活動場所　　新潟県中魚沼郡川西町仙田地区

囹活動期間　 8月8日（木）～13日（火）

囹参加対象者　　新潟県内・関東地区在住の児童・生徒（小3～中3）30人

囹参加費　長岡駅集合・解散　小学生29，000円中学生29，000
　　　　　　　　　上野駅集合・解散　　小学生　36，000円　中学生　42，00C

　　　　　　　　　現地集合・解散　　小学生24，000円中学生24，00C
　　　　　　　　　（上記参加費には、交通費・滞在費・指導費・保険料などが含まれています）

團参加申し込み締め切り　　　7月10日（弱

　し帥せ先　01懲羅寓田構季｝晶」係／
　　　　　　　　　　　　　　　智0257－68－2167

むし歯を

一むし歯半減
10力年運動から

　
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯

を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
昭

和
五
十
六
年
度
か
ら
「
む
し
歯
半
減

十
力
年
運
動
」
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。　

町
で
も
、
歯
科
保
健
の
課
題
は
生

涯
を
通
じ
る
健
康
づ
く
り
の
重
要
な

柱
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
、
小
児
の

む
し
歯
予
防
を
重
要
な
課
題
と
し
て

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
、
乳
歯
の
む
し
歯
予
防
対
策

と
し
て
、
一
歳
六
カ
月
児
か
ら
定
期

的
に
歯
科
健
診
及
び
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
や
食
事
指
導
を
通
じ
た
歯
科
保

健
指
導
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
久
歯
の
む
し
歯
予
防
対

策
と
し
て
は
、
永
久
歯
の
生
え
始
め

る
四
歳
か
ら
、
集
団
的
に
フ
ッ
素
洗

口
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
こ
の
運
動
に
お
い
て
、
県
の
示
し
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
目
標
数
値
に
対
す
る
町
の
状
況
は
、
6

図
（
2
）
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
　
　
＆

○
む
し
歯
り
患
状
況
〔
乳
歯
〕

　
（
1
歳
6
カ
月
児
）

　
昭
和
5
5
年
度
に
7
・
0
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
2
年
度
に
は
ー
・

4
％
に
減
少
し
た
。
こ
の
数
置
は
、

最
終
目
標
値
0
％
に
は
届
か
な
い
も

の
の
、
県
内
の
状
況
を
見
る
と
、
か

な
り
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

　
（
3
歳
児
）

　
5
5
年
の
74
・
7
％
か
ら
6
0
・
8
％

に
減
少
し
た
。
最
終
目
標
値
5
0
％
と

の
間
に
は
ま
だ
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

し
か
し
、
5
6
年
度
か
ら
6
3
年
度
ま
で

は
ほ
ぼ
最
終
目
標
値
を
示
し
て
お
り
、

元
年
度
か
ら
6
0
％
台
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
が
一
時
的
な
も
の
か
ど

う
か
、
今
後
と
も
、
き
め
細
か
な
指

導
と
歯
質
強
化
対
策
を
、
よ
り
低
年

齢
児
か
ら
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。〇

一
人
平
均
む
し
歯
の
本
数

　
（
6
歳
児
）

　
5
5
年
度
に
は
6
・
6
8
本
あ
っ
た
も

の
が
2
年
度
に
は
0
・
0
8
本
に
減
少

し
て
い
る
。
5
7
年
度
か
ら
ほ
ぼ
目
標

数
値
を
維
持
し
て
い
る
。

　
フ
ッ
素
洗
口
な
ど
の
歯
科
保
健
対

策
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
（
1
2
歳
児
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺



俺
　
5
5
年
度
の
ー
・
9
7
本
か
ら
2
年
度

は
2
・
8
1
本
と
増
加
し
て
お
り
、
1
0

年
間
で
最
も
高
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
2
年
度
の
県
平
均
は

3
・
7
本
で
あ
り
、
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

○
む
し
歯
治
療
の
状
況

　
小
学
生
は
、
6
0
年
度
が
82
・
1
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
2
年
度
に
は
8
5
・

7
％
に
向
上
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
中
学
生
に
お
い
て
は
、

60
年
度
の
9
3
・
6
％
か
ら
、
2
年
度

が
9
1
・
0
％
と
減
少
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
目
標
数
値
は
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
日
ご
ろ
か
ら
歯
を
大

切
に
す
る
習
慣
が
つ
く
よ
う
指
導
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
歯
が
生
え
て
か
ら
数
年
間
が
最
も

む
し
歯
の
多
発
す
る
時
期
で
あ
り
、

む
し
歯
予
防
の
最
も
重
要
な
時
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
妊
産
婦
か
ら
歯
の

生
え
そ
ろ
う
中
学
生
ま
で
の
間
に
、

い
か
に
徹
底
し
た
む
し
歯
予
防
対
策

が
実
施
で
き
る
か
が
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
歯
の
健
康
を
左
右
す
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（川西町の状況）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑭一①一①

　　O．15本　　　　O．08本

㈱一一げ團q

囎賢

　　1．8本　　　　2．8本

一翻一鋪囎
　　　　　岡

2．1

鱒

昭和60年

㊨一
⑳一

（図1）
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（県の目標値）

　　　　　　　　　　　　　〔中間目標〕　　〔最終目標〕

　　　　　　　昭和55年　　　昭和60年　　　平成2年

溜灘③一①一①

・歳⑳一⑱一㊥
乳　歯 （

　　　　　　　0．5本　　　　0．4本　　　0．2本

6歳　　岡’一駒爾“㌔通
人平均むし歯本数）5．O本　　　　3．9本　　　　2．5本

12歳　鱒蟹＿囎岡一騰

　　　　　蟹翻麟　臨

永久歯 （1

中間目標〕　　　〔最終目標〕

昭和60年　　　　　平成2年

むし歯治療の推進（処置歯率の改善）　　〔

　　　　　　　　　昭和55年

小学生㊧一

中学生⑳一
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直軸旧

蔦

むしを

最
高
四
百
倍
の
天
体
望
遠
鏡
、
月
が
す
ぐ
そ
こ
に

　
五
月
七
日
夜
、
橘
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
川
西
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
天
文
コ
ー
ス
」
が
開
か
れ
、
三
十

人
ほ
ど
が
五
月
の
星
座
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
講
師
は
県
立
自
然
科
学
館
、
天
文

指
導
員
の
南
雲
敏
夫
さ
ん
（
中
屋
敷
）

と
川
西
星
の
会
の
皆
さ
ん
が
担
当
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夜
は
、
西
空
高
く
見
事
な
金

星
の
輝
き
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
赤

い
火
星
が
見
え
ま
し
た
。
ま
だ
冬
の

星
座
が
残
っ
て
い
た
り
、
夏
の
星
座

が
見
え
始
め
し
た
り
し
て
い
て
、
五

欝

月
の
宵
空
は
大
に
ぎ
わ
い
で
す
。

　
春
の
星
座
は
、
北
斗
七
星
で
有
名

な
お
お
ぐ
ま
座
、
か
に
座
、
し
し
座
、

お
と
め
座
な
ど
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
北
極
星
の
探
し
方
や

東
西
南
北
を
知
る
方
法
な
ど
を
お
そ

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
急
に
現
わ
れ

た
人
工
衛
星
を
発
見
し
て
、
感
激
し

て
い
る
ひ
と
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
　
「
ど
う
し
て

星
の
色
が
違
っ
て
見
え
る
の
か
」
「
ど

う
し
て
星
は
丸
く
見
え
る
の
か
」
な

ど
と
い
う
素
朴
な
質
問
も
出
て
い
ま

し
た
。

　
五
月
二
十
日
、
総
合
体
育
館
の
す

も
う
場
で
は
、
　
「
焼
き
物
教
室
」
の

実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
五
月
士
一
百
開
講
。

十
一
月
ま
で
二
十
六
回
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
焼
き
物
の
基
本
知
識
や
「
ろ

く
ろ
」
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、
信

楽
焼
（
し
が
ら
き
や
き
四
滋
賀
県
）

の
土
で
、
実
際
に
作
品
を
焼
き
上
げ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
去
年
に
引
き
続
き
、
桑
原

晴
一
さ
ん
（
十
日
町
市
）
が
担
当
し

て
く
れ
ま
す
。

　
参
加
者
も
、
十
歳
の
女
の
子
や
七

老若男女が
　　突尭き4勿に才兆戦

十
三
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど
三
十

一
人
、
老
若
男
女
と
て
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　
二
十
日
は
、
焼
き
物
の
工
程
の
最

初
で
あ
る
粘
土
を
練
る
「
土
練
り
」

と
、
練
っ
た
粘
土
を
一
セ
ン
チ
く
ら

い
の
厚
さ
に
切
る
「
板
づ
く
り
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
慣
れ
て
い
る
人
が
行
う
と
簡
単
の

よ
う
に
見
え
る
作
業
も
、
初
め
て
の

人
に
と
っ
て
は
難
作
業
。
悪
戦
苦
闘

す
る
姿
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
え
ま

し
た
。
十
一
月
の
作
品
展
が
楽
し
み

で
す
。

土
練
り
は
最
初
の
工
程
で
す

麟3．6．10



で

辺σくづ仲 間

参
加
者
の
盆
栽
相
談
も
気
軽
に
応
対

　
五
月
十
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

今
年
度
の
高
齢
者
学
級
「
盆
栽
コ
ー

ス
」
が
開
講
し
、
十
五
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
　
「
鉢
植
え
を
楽
し

み
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
日
本
盆
栽
協
会
の

メ
ン
バ
ー
を
講
師
に
、
五
月
か
ら
九

月
ま
で
十
回
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
、
二
年
目
を
迎
え
る

「
サ
ツ
キ
盆
栽
」
の
作
業
を
中
心
に
、

松
柏
や
雑
木
盆
栽
、
山
野
草
の
育
て

方
、
楽
し
み
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
講
生
が
持
っ
て
い
る
盆

栽
を
実
際
に
使
っ
た
検
討
や
、
盆
栽
・

園
芸
に
関
す
る
相
談
も
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
、
　
「
全
体

の
活
動
と
並
行
し
て
、
自
分
が
興
味

を
持
っ
た
材
料
も
、
講
座
の
中
で
育

て
て
い
き
た
い
」
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
参
加
者
が
早
く
も
自

分
の
盆
栽
を
持
参
し
て
、
講
師
か
ら

指
導
を
受
け
る
と
い
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

基
本
の
筆
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
身
に

　
五
月
二
十
三
日
、
上
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
書
道
教
室
」
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
五
月
九
日
に
開
講
し
、

「
日
常
生
活
に
必
要
な
実
用
習
字
を

練
習
し
、
身
に
つ
け
る
」
こ
と
が
ね

ら
い
で
、
十
一
月
ま
で
十
五
回
を
予

定
。
漢
字
、
か
な
、
書
き
付
け
、
年

賀
状
な
ど
の
書
き
方
を
習
う
も
の
で

す
。　

ま
た
、
講
師
は
、
上
村
千
代
子
さ

ん
（
下
平
新
田
）
が
担
当
し
て
く
れ

ま
す
。作

つ
け
よ
う

　
き
ょ
う
は
基
本
の
筆
法
の
「
ハ
ネ
」

や
「
ハ
ラ
イ
」
、
　
「
テ
ン
」
な
ど
の

練
習
で
す
。
　
『
永
』
と
い
う
字
は
い

ろ
い
ろ
の
筆
法
が
入
っ
て
お
り
、
基

本
に
よ
く
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
申
し
込
ん
だ
き

っ
か
け
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
　
「
字
が

下
手
な
の
で
、
少
し
で
も
う
ま
く
な

れ
ば
と
思
っ
て
…
…
」
　
「
慶
弔
の
書

き
付
け
な
ど
は
お
父
さ
ん
か
ら
書
い

て
も
ら
っ
て
い
る
。
急
ぎ
の
こ
と
も

あ
る
し
、
自
分
で
も
書
け
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

る
楽
し
み

　
五
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
「
版
画
教
室
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
五
月
十
五
日
に
開
講

し
、
　
「
版
画
の
製
作
を
通
じ
て
、
作

る
楽
し
み
を
味
わ
う
」
と
い
う
も
の

で
、
十
月
ま
で
十
二
回
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
重
野
桂
二
さ
ん
（
十
日

町
市
）
が
担
当
し
て
く
れ
ま
す
。

　
き
ょ
う
は
、
版
画
の
土
台
に
な
る

下
絵
の
練
習
で
す
。
静
か
に
題
材
の

「
花
」
を
観
察
し
な
が
ら
、
葉
、
花

び
ら
な
ど
を
丁
寧
に
書
い
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
教
室
に
参
加
し
た
人
か
ら
申

し
込
ん
だ
き
っ
か
け
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
　
「
せ
め
て
年
賀
状
ぐ
ら
い
は
、

手
づ
く
り
の
も
の
を
出
し
た
い
と
思

っ
て
」
と
か
、
　
「
版
画
を
す
る
の
は

小
学
生
以
来
で
、
こ
と
し
が
初
め
て

で
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

基
本
の
筆
法
が
大
事
で
す

下
絵
の
コ
ツ
を
お
そ
わ
っ
て
い
ま
す

3．6．10癬



　あ
　る
　青
嘉年
　ム金吾
　の
子記
幸録
作（最終回）

戦
後
の
対
策
を
協
議

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
一
月

十
一
日
、
世
界
の
列
強
を
相
手
に
悪

戦
苦
闘
し
た
ド
イ
ツ
が
休
戦
条
件
に

調
印
し
、
四
年
越
し
の
欧
州
戦
争
（
第

一
次
世
界
大
戦
）
に
よ
う
や
く
平
和

の
き
ざ
し
が
見
え
る
。

　
仙
田
村
の
青
年
団
で
は
、
一
年
後

の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
な
ど
思
い
も
及
ば

ず
、
戦
後
の
経
済
恐
慌
や
物
価
の
高

騰
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
日
本
国
民

と
し
て
処
す
べ
き
覚
悟
や
実
行
事
項

を
次
の
よ
う
に
協
議
し
て
い
る
。

　
　
実
行
事
項

　
各
種
ノ
機
会
二
秩
序
ヲ
重
ン
ジ
、

不
規
律
ヲ
卑
ム
風
二
鼓
舞
ス
ル
。

　
総
テ
ノ
会
合
ハ
遅
滞
ナ
ク
、
必
ズ

予
定
ノ
時
刻
二
開
会
ス
ル
。

　
実
業
教
育
ノ
完
備
ヲ
期
ス
ル
。

　
義
務
教
育
ヲ
終
リ
タ
ル
者
ハ
徴
兵

適
齢
マ
デ
補
習
教
育
ヲ
受
ケ
ル
。

　
神
仏
崇
敬
ノ
美
風
ヲ
馴
致
ス
ル
。

　
町
村
是
ノ
確
立
及
ビ
実
行
ヲ
期
ス
。

　
交
通
機
関
ノ
完
備
ヲ
期
ス
ル
。

　
衛
生
思
想
ノ
普
及
二
努
ム
。

　
五
大
強
国
に
な
っ
て

　
十
二
月
十
日
、
欧
州
戦
乱
ノ
休
戦

祝
賀
式
ヲ
、
午
前
九
時
ヨ
リ
白
倉
校

二
於
テ
挙
行
ス
。
此
日
、
各
戸
ハ
日

ノ
丸
ヲ
掲
ゲ
、
青
年
団
、
軍
人
団
、

尚
武
会
、
婦
人
会
、
処
女
会
ヲ
始
メ

校
区
民
一
同
歓
喜
シ
テ
参
列
ス
。

　
最
敬
礼
、
勅
語
詔
書
奉
読
、
国
歌

斉
唱
ノ
後
、
欧
州
戦
乱
ノ
状
況
ト
戦

後
ノ
対
策
ニ
ツ
イ
テ
夏
目
熊
次
校
長

ノ
訓
話
ア
リ
。
　
【
敵
ハ
幾
万
ア
リ
ト

テ
モ
」
ヲ
声
高
ラ
カ
ニ
歌
ヒ
、
天
皇

陛
下
万
歳
ヲ
三
唱
シ
テ
正
午
退
場
。

　
大
正
八
年
一
月
一
日
、
五
大
強
国

ノ
国
民
ト
シ
テ
連
合
国
戦
勝
ノ
新
年

ヲ
祝
ウ
。
皇
運
ノ
無
窮
ヲ
謹
祝
シ
、

白
倉
校
二
於
テ
、
午
前
九
時
ヨ
リ
国

運
隆
昌
ノ
拝
賀
式
ヲ
挙
行
セ
リ
。

　
国
勢
調
査
を
幣
助

　
七
月
廿
七
日
、
郡
連
合
青
年
団
総

会
が
十
日
町
校
二
開
催
セ
ラ
ル
。

　
議
事
①
大
正
九
年
十
月
一
日
二
施

行
サ
ル
ベ
キ
国
勢
調
査
ノ
際
ハ
、
之

ガ
執
行
ヲ
常
助
シ
、
円
滑
二
完
了
ヲ

期
ス
ル
事
。
②
欧
州
戦
乱
ノ
平
和
ヲ

記
念
シ
、
ナ
ル
ベ
ク
毒
植
物
（
蛇
イ

チ
ゴ
、
毒
ウ
ツ
ギ
）
ノ
根
絶
二
努
ム

ル
事
。
　
③
本
郡
青
年
ノ
身
体
検
査

（
壮
丁
末
満
ノ
者
ダ
ケ
）
ヲ
、
各
青
年

団
ノ
責
任
二
於
テ
年
一
回
実
施
ス
ル

事
、
ヲ
何
レ
モ
可
決
ス
ル
。

講
師
の
来
校
が
遅
れ
る

　
八
月
十
五
日
　
午
後
一
時
ヨ
リ
白

倉
校
二
於
テ
大
講
演
会
ヲ
開
ク
。

　
講
師
ヲ
小
千
谷
工
兵
大
隊
ノ
第
十

二
大
隊
長
及
ビ
大
谷
派
布
教
師
本
多

良
兆
師
ノ
ニ
名
二
依
頼
セ
シ
ガ
、
工

兵
大
隊
長
ハ
軍
務
多
忙
ノ
為
出
席
出

来
ヌ
旨
ノ
申
越
ア
リ
タ
リ
。

　
定
刻
二
至
ル
モ
本
多
師
ノ
来
校
ナ

キ
為
、
夏
目
校
長
登
壇
シ
、
開
会
ノ

挨
拶
ヲ
兼
ネ
テ
【
時
局
ト
農
業
」
ト

題
シ
ニ
時
間
程
講
演
ナ
サ
ル
。
然
し

共
講
師
ハ
タ
方
マ
デ
遂
二
来
ラ
ズ
、

夜
会
ト
ス
ル
事
ヲ
約
シ
、
三
百
名
ノ

来
会
者
ハ
静
々
ト
退
散
シ
タ
リ
。

　
夜
七
時
再
開
、
本
多
師
ハ
三
時
間

三
旦
リ
「
仏
ノ
心
」
ヲ
説
キ
、
多
大

ノ
感
動
ヲ
興
ヘ
テ
十
一
時
閉
会
ス
ル
。

　
早
起
き
夜
な
べ
の
村

　
大
正
九
年
五
月
五
日
、
仙
田
村
戦

後
準
備
大
会
ノ
決
議
案
ヲ
青
年
倶
楽

部
二
於
テ
協
議
ス
。
欧
州
戦
争
ノ
終

結
後
ハ
大
二
経
済
ノ
発
展
ヲ
図
ル
。

　
仙
田
全
村
二
早
起
キ
夜
ナ
ベ
ヲ
奨

励
シ
、
①
規
律
及
ビ
時
間
ノ
確
守
、

②
起
床
就
寝
ヲ
全
村
ガ
一
定
シ
テ
家

業
二
精
出
ス
事
ニ
ス
ル
。

　
五
月
ヨ
リ
八
月
迄
ハ
午
前
四
時
二

起
キ
、
午
後
十
時
半
二
寝
ル
。

　
九
月
ヨ
リ
十
一
月
迄
ハ
午
前
五
時

二
起
キ
、
午
後
十
時
二
寝
ル
。

　
十
二
月
ヨ
リ
四
月
迄
ハ
午
前
六
時

二
起
キ
、
午
後
十
一
時
二
寝
ル
。

　
右
、
寝
起
キ
ノ
時
間
ヲ
村
中
一
同

固
ク
申
合
セ
、
確
守
ス
ル
事
。

尚
武
会
で
撃
剣
と
柔
術

　
大
正
十
年
二
月
十
五
日
、
下
組
連

合
尚
武
会
ノ
総
会
ヲ
白
倉
校
二
於
テ

開
催
ス
。
尚
武
ハ
十
五
組
二
分
ケ
、

三
十
人
ノ
会
員
ガ
撃
剣
、
柔
術
二
火

花
ヲ
散
ラ
シ
、
古
今
未
曽
有
ノ
盛
会

ト
ナ
ル
。
参
観
者
大
イ
ニ
満
足
ス
。

　
三
月
士
二
日
、
下
組
（
白
倉
、
大

貝
）
青
年
夜
学
会
ノ
閉
会
式
ガ
白
倉

校
二
於
テ
挙
行
セ
ラ
レ
タ
リ
。

　
出
席
良
好
ニ
シ
テ
成
績
優
良
ナ
ル

者
二
、
押
木
国
政
会
長
ヨ
リ
賞
状
ガ

授
与
セ
ラ
ル
。
出
席
者
三
十
五
名
。

　
皇
国
主
義
の
中
で

　
小
白
倉
青
年
会
の
記
録
は
前
記
の

日
付
で
終
わ
っ
て
い
る
。
十
五
回
も

の
ご
愛
読
を
感
謝
し
、
川
西
郷
に
お

け
る
、
大
正
後
期
の
お
も
な
で
き
ご

と
を
拾
っ
て
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。

　
大
正
九
年
は
織
物
が
暴
落
し
、
千

手
の
大
手
企
業
に
倒
産
が
相
次
ぐ
。

十
年
に
は
信
濃
川
の
水
力
発
電
工
事

が
具
体
化
し
、
小
千
谷
か
ら
橘
、
上

野
を
経
て
千
手
に
至
る
軽
便
鉄
道
の

布
設
が
始
ま
る
。
十
一
年
に
は
千
手

町
村
と
中
野
村
の
合
併
で
千
手
村
が

誕
生
。
十
二
年
は
偉
人
の
ラ
ン
ク
が

天
皇
、
東
郷
元
帥
、
乃
木
将
軍
、
楠

木
正
成
の
順
（
橘
小
）
と
な
る
。

　
十
三
年
に
は
平
場
の
村
々
に
電
灯

が
灯
る
。
上
野
の
富
屋
が
乗
合
自
動

車
開
業
。
十
四
年
は
十
七
夜
競
馬
に

四
百
頭
の
馬
が
参
加
し
て
賑
わ
う
。

波
乱
の
大
正
に
終
止
符

　
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
、

掛
け
取
り
が
行
き
交
う
村
々
に
天
皇

崩
御
の
悲
報
が
伝
わ
り
、
波
乱
の
多

か
っ
た
大
正
に
幕
が
降
り
る
。

　
昭
和
と
改
元
さ
れ
た
こ
の
日
、
三

十
日
ま
で
の
廃
朝
（
天
皇
が
政
務
に

臨
ま
れ
な
い
）
が
仰
せ
出
さ
れ
、
い

っ
さ
い
の
歌
舞
音
曲
が
停
止
さ
れ
、

国
を
あ
げ
て
六
日
間
の
喪
に
服
す
こ

と
に
な
る
。
　
「
昭
和
」
の
年
号
が
定

め
ら
れ
た
の
は
、
国
民
の
幸
福
と
世

界
の
平
和
を
希
求
し
た
『
百
姓
昭
明

万
邦
共
和
』
の
理
念
に
あ
や
か
る
た

め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
　
　
（
終
）
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聖
上
つ
ひ
御
崩
御

　
　
　
本
朝
一
時
二
十
五
分

（
官
報
號
外
告
示
宮
内
省
磯
表
）

天
皇
畦
下
騨
於
か
ゼ
ら
れ
て
け
十
二
月
廿
．
五
日
午
前
一
時
廿
五
分

葉
山
御
用
邸
k
於
て
崩
御
あ
ち
ゼ
ら
ろ

　
　
　
　
宮
内
大
臣
一
木
喜
徳
郎

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
若
槻
禮
衣
郎

宮
内
省
鼓
表
　
践
詐
K
つ
い
て
は
二
十
五
日
午
前
三
時
十
五
分
掌

典
長
を
し
く
祭
典
を
行
は
し
め
塁
摂
殿
榊
前
に
て
賢
所
に
奉
告
し

葉
山
に
於
て
劒
璽
置
μ
》
薯
．
．
一
～
ヒ
＾
．
，
，
，

（
東
京
急
電
）
　
取

獲
（
御
用
邸
内
控

上
す
ろ
密
院
k
悟

元
の
儀
を
行
は
y

　
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
　

　
伽
熟
は
四
＋

毫
上
陛
F
卿
琴
俸
は
二
＋

御
駅
挿
百
五
十
御
．
呼
蔭

ゆ
ナ
ニ
リ
に
は
ハ
に
だ
ゆ

は
御
体
濃
四
十

3
の
頃
よ
り
刻
・

k
午
前
一
時
二
・

黍
擢
の
至
り
に
堪
え
ず

網
岡
倉
Q
”
人
　
断
内
丙
貞
”

十
日
町
新
聞
號
外

　
　
ホ
第
　
　
　
報
6

昭
和
兀
年
十
二
月
艮
五
H

◎
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
，
わ

改
一
兀
　
本
日
工
り
一
陥
和
元
年
十
一
一
月

廿
五
日
と
御
改
元
あ
ぜ
ら
る

　
　

廃
朝
　
天
皇
陛
下
御
崩
御
に
付
二
十

五
日
よ
り
山
ハ
日
㎜
阿
一
二
十
日
迩
臓
朝
仰

出
さ
れ
歌
舞
昔
曲
を
俸
止
き
る

◎
◎
◎

御
大
葬
　
け
二
月
上
句
の
御
像
定
k

て
常
時
ら
．
玉
旧
間
腰
朝
の
は
ず

十
日
町
新
聞
号
外
（
右
U
大
正
15
年

陀
月
2
5
日
付
、
左
”
昭
和
元
年
1
2
月

25
日
付
）



役
立
っ
て
い
ま
す

　
　
み
ん
な
の
年
金
積
立
金

－
衛
生
施
設
組
合
の
設
備
が
充
実

衛
生
施
設
組
合
で
は
、
平
成
二
年

度
に
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金

の
還
元
融
資
を
受
け
て
、
し
尿
処
理

場
の
前
処
理
施
設
と
深
井
戸
を
、
ま

た
、
霧
谷
埋
立
て
地
で
使
用
す
る
タ

イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
更
新
し

ま
し
た
。

　
前
処
理
施
設
は
一
、
六
九
八
万
円
、

深
井
戸
は
一
、
四
一
六
万
円
、
タ
イ

ヤ
ド
ー
ザ
ー
は
一
、
一
二
七
万
円
で

す
。　

前
処
理
施
設
と
は
、
ド
ラ
ム
ス
ク

リ
ー
ン
や
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
レ
ス
な
ど

の
機
械
に
よ
り
、
し
尿
以
外
の
ゴ
ミ

を
取
り
除
く
装
置
で
す
。
ま
た
、
深

井
戸
は
、
し
尿
を
処
理
す
る
た
め
の

用
水
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

　
前
処
理
施
設
、
深
井
戸
施
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
十
五
年
余
り
を
経
過
し
た

肇馨
禦
叢

更新された前処理施設

た
め
老
朽
化
し
、
機
能
が
落
ち
て
き

た
も
の
で
す
。
更
新
に
よ
り
、
処
理

施
設
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
こ
と
が

で
き
、
安
全
で
安
定
し
た
維
持
管
理

と
水
質
汚
濁
防
止
な
ど
に
努
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
は
、
従

来
使
用
し
て
い
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が

古
く
な
り
、
作
業
の
能
率
も
落
ち
て

き
た
こ
と
か
ら
更
新
さ
れ
た
も
の
で

す
。　

タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
に
よ
っ

て
作
業
の
能
率
が
ア
ッ
プ
し
、
安
全

性
が
一
段
と
高
ま
り
、
安
心
し
て
作

業
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
（
智
五
七
1
一
七
五
一
）

纂畷凝蜘隷

購入されたタイヤドーザー

瀞難

　　　・・蝋麟

親子、家族連れでにぎわった一日でした

　
五
月
十
九
日
、
二
六
公
園
で
ブ
ナ

林
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
二
六
公
園
は
、
昭
和
十
五
年
、
紀

元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
造

成
さ
れ
た
も
の
で
、
郡
市
内
唯
一
の

原
生
林
ブ
ナ
林
の
自
然
公
園
と
し
て

五
十
一
年
の
歴
史
を
持
つ
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
新
緑
の
ブ
ナ
の
木
の
ド

で
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
ラ
ジ
オ
公
開
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
人

た
ち
か
ら
熱
い
声
援
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
昼
食
を
持
参
し
て
食
べ
て
い
る
家

族
連
れ
、
お
酒
を
く
み
か
わ
し
て
い

る
仲
間
た
ち
、
お
よ
そ
四
百
人
が
繰

り
出
し
、
日
曜
日
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昔
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る

『
大
名
行
列
』

昔さながらの装いで40人ほどの
行列です

　
五
月
二
十
六
日
、
恒
例
と
な
っ
た

節
黒
城
趾
山
開
き
ま
つ
り
が
、
城
趾

山
頂
と
キ
ャ
ン
プ
場
を
会
場
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
の
産
業
発
展
祈
願
、
登
山
者
の

安
全
祈
願
な
ど
が
あ
っ
た
あ
と
、
城

趾
か
ら
武
士
や
腰
元
に
装
っ
た
人
た

ち
が
、
　
「
シ
タ
ニ
i
、
シ
タ
ニ
ー
」

の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
、
大
名
行
列

を
し
て
集
ま
っ
た
人
た
ち
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
山
菜

汁
や
焼
き
肉
、
お
酒
な
ど
が
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
、
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
出
し

物
に
、
隣
り
同
志
の
会
話
に
と
、
時

の
た
つ
の
も
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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ム
図
圖
團

圃
函
回
▽

　
中
央
公
民
館
図
書
室
（
総
合
セ
ン

タ
ー
内
）
で
は
、
毎
週
木
曜
日
、
移

動
図
書
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
仙
田

地
区
や
白
倉
・
上
野
地
区
を
巡
回
訪

問
し
て
い
ま
す
。
巡
回
場
所
が
女
性

の
多
い
職
場
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
よ

く
読
ま
れ
て
い
る
本
も
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
婦
人
向
き
の
傾
向
が
み
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
生
れ
た

せ
い
で
し
ょ
う
か
、
相
当
分
厚
い
大

作
に
じ
っ
く
り
読
み
浸
る
方
々
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
よ
く
新
聞
な
ど
の
情

報
を
得
て
、
話
題
の
本
や
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
本
を
選
ん
で
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

※
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
本
（
一
般
書
）

○
別
れ
ぬ
理
由

○
う
た
か
た
上
下

○
大
地
の
女
た
ち

○
病
い
の
戦
後
史

渡
辺
淳
一

渡
辺
淳
一

向
井
承
子

向
井
承
子

○
真
夜
中
は
別
の
顔
上
下
シ
ド
ニ
ー

○
か
げ
ろ
う
の
家

○
大
地
の
子
上
中
下

○
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー

○
哀
し
い
予
感

O
N
・
P

O
風
が
吹
く
ま
ま

横
川
和
夫

山
崎
豊
子

小
川
洋
子

吉
本
ば
な
な

吉
本
ば
な
な

北
原
リ
エ

○
わ
た
し
の
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
灰
谷
健
次
郎

○
姥
ざ
か
り
　
　
　
　
田
辺
聖
子

○
愛
さ
れ
る
理
由
　
　
二
谷
友
里
恵

○
美
智
子
妃
　
　
　
　
　
河
原
敏
明

○
川
の
流
れ
の
よ
う
に
美
空
ひ
ば
り

○
美
し
く
年
を
重
ね
る
ヒ
ン
ト

特別地方消費税（県税）

7月1日から免税点が上がります

　料理店、バー、飲食店やホテル、旅館などで
飲食や宿泊をしたときに、特別地方消費税が利
用者に課税されます。

　支払われる料金のうち、一定の金額まで税金
がかかりません。この金額を免税点といいます。

　平成3年7月1日からは、次のように改正（減
税）されます。

（1）料理店、バー、飲食店などで飲食をした
　　場合

　　　　1人1回につき　　7，500円
　　　　　　　　（現免税点　　5，000円）

（2）ホテル、旅館の利用で、1泊2食と宿泊
　　に伴う追加飲食をした場合

　　　　　1人につき　　　　15，000円
　　　　　　　（現免税点　　10，000円）
　　又は、宿泊しないで休憩や飲食をした場合

　　　　　1人1回につき　　7，500円
　　　　　　　　（現免税点　　5，000円）
　なお、不明の点は十日町財務事務所にお問い

合わせ下さい。　　　智57－5512

”一〇ロロD一顕口顧一一働働鱒一一一鱒■”900■■一〇ロー一一．■一働一．日0鵬0■9一顧60一一働■50．■一一〇一鱒鱒鵬一一．■0“一口600一．■一口00ロー09鱒一〇日臼一餌0，口0一ロー0贈日〇一駒働一〇〇〇一〇一働一一馴一働顧0－0鵬働働一働一〇〇働90－000－0

〈
白
倉
小
学
校
ー
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蜘
衆

4
年
桐
生
　
和
久
君

闘
申
懸
蒸
香

4
年
田
中
恵
梨
香
さ
ん

5年中村光宏君

1
年
片
桐
美
穂
さ
ん

　
　
　
0

4
年
中
村
蔵
幸
君
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（7月号は川西中学校です）



7
月
1
日
事
業
所
號
計
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
業
統
計
調
査

　
7
月
1
日
現
在
で
、
平
成
三
年
事

業
所
統
計
調
査
及
び
商
業
統
計
調
査

が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
林

漁
家
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

　
6
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
各
事
業
所
、
商
店

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
”
人
が
賃
金
や
報
酬
を
得

　
　
　
　
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ

　
　
　
　
と
で
、
店
舗
や
営
業
所
、

　
　
　
　
工
場
、
官
公
庁
の
ほ
か
神

　
　
　
　
社
、
寺
院
な
ど
も
含
ま
れ

　
　
　
　
ま
す
。

　
事
業
所
の
う
ち
商
業
統
計
調
査
の

対
象
と
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貌
唱
貌
唱
験
唱
貌

意、一

（敬称略）

釜
目

一般寄付

　星名賢治（伊友）

　　　　　　　3万円

　
　
　
“
卸
売
・
小
売
業
の
商
店

担
当
す
る
調
査
員
（
敬
称
略
）

千
手
地
区
市

　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
高

上
野
地
区
南

　
　
　
　
　
星

橘
地
区
滋

　
　
　
　
　
戸

仙
田
地
区
登

坂田野名雲橋井川

正美定　隆久佐幸
　枝
道子良睦三子市治

お
知
ら
せ

　
六
月
一
日
か
ら
新
潟
県
労
働
金

庫
が
、
町
の
代
理
金
融
機
関
と
し

て
、
新
し
く
指
定
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
店
の
口
座
か
ら
も
税
な
ど
の

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ツ
ゆ
ツ
ぽ
ツ
に
ツ
に
ツ
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ツ
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リ
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忘
れ
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お
で
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け
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胸

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

脚
6
月
16
日
（
日
）
は
脚

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

即
川
西
町
長
選
挙
　
　
　
揮

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

嫡
川
西
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
嫡

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

解
　
　
　
“
き
れ
い
な
選
挙
で
　
　
　
解

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

鞠
　
　
　
　
　
明
る
い
く
ら
し
“
　
　
勾

斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訪

㌘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
貌
唱
貌
唱
貌
唱
貌
唱
験
唱
映
唱
貌
唱
験
唱
貌
唱
貌
唱
験
唱
験
唱
貌
唱
貌
唱
汐
唱
砕
唱
貌
唱
9
唱
貌
唱
験

　
「
藤
の
盆
栽
が
き
れ
い
に
咲
い
て

る
す
け
え
、
見
に
来
て
み
ね
え
か
の
」
、

単
な
る
藤
の
盆
栽
か
と
思
っ
て
出
掛

け
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
高
さ
二
層

を
超
す
大
き
な
藤
の
盆
栽
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
盆
栽
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、

江
口
佐
久
雄
さ
ん
（
小
白
倉
・
58
歳
）

で
す
。
こ
れ
は
、
挿
し
木
を
し
た
も

の
で
、
鉢
植
え
に
し
て
か
ら
九
年
ほ

ど
が
経
過
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
江
口
さ
ん
は
、
杉
の
木
に
藤
ツ
ル

ふ
る
さ
と
を

懐
か
し
く
拝
見

　
町
田
市

　
　
本
村
キ
ヨ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
上
野
出
身
）

が
か
ら
ま
っ
て
い
た
の
で
、

は
木
の
成
長
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
、

そ
う
思
っ
て
ツ
ル
を
切
り
に
現
場
に

行
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
ツ

ル
に
お
も
し
ろ
い
「
コ
ブ
」
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
を
盆
栽
に

す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　
ツ
ル
を
家
に
持
っ
て
き
た
と
き
は
、

「
た
き
木
だ
か
の
ー
」
と
笑
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
挿
し
木
を
し
て
五
年

は
花
も
咲
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
　
「
他
人
の
と
こ
ろ
に
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
で

　
前
略

　
い
つ
も
広
報
を
送
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
方
は
桜
ば
か
り
で
な
く
、
雪
柳

や
山
吹
の
花
に
木
蓮
や
ボ
ケ
の
花
な

ど
が
春
風
に
舞
い
、
沈
丁
花
の
花
の

香
が
辺
り
一
面
漂
う
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
新
潟
方
面
は
、
二
月
こ
ろ
た

く
さ
ん
の
積
雪
が
あ
っ
た
様
子
で
す

が
い
ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
三
月
の
あ
る
土
曜
日
の
昼
に
、
な

に
げ
な
く
つ
け
た
テ
レ
ビ
の
画
面
に
、

川
西
町
の
雪
ま
つ
り
で
の
雪
上
モ
ト

ク
ロ
ス
の
様
子
が
写
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
画
面
の
写
り
変
わ
の
早
さ
に
、

大
き
な
藤
の
盆
栽
と

　
　
　
所
有
者
の
江
口
さ
ん

め
ず
ら
し
い
盆
栽
を
育
て
た
い
」
と

い
う
願
い
が
実
り
、
藤
に
り
っ
ぱ
な

花
が
咲
き
、
町
一
番
の
大
盆
栽
と
し

て
育
っ
て
い
ま
す
。

知
っ
た
顔
を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
懐
か
し
さ
に
思
わ
ず
身
を

乗
り
出
し
て
応
援
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
雪
を
相

手
に
楽
し
む
こ
と
と
い
っ
た
ら
ス
キ

ー
か
ソ
リ
遊
び
、
雪
合
戦
く
ら
い
の

も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
当
時
は

と
て
も
楽
し
く
遊
べ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
生
き
生
き
と
し
た
町
の
皆
さ

ん
の
お
顔
を
拝
見
で
き
て
、
心
温
ま

る
一
日
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
広
報
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
八
日
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4
鞍
忌
膿
名
毎
接
名
藁
葛
葛

嘱

蘭
戸
籍
の
窓
か
ら

り

斗
　
葛
葛
葛
名
接
犠
名
骸
葛
毎
勢
＠
葛
犠

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
は
る
　
き

鈴
木
暖
基

　
　
　
と
も
み

片
桐
知
美

　
　
　
あ
や
の

小
海
彩
乃

　
　
　
　
た
く

青
木
　
　
拓

準
　
一

　
　
　
二
男
新
町
新
田

紀
　
子

秀
　
幸

　
　
　
長
女
木
落

米
　
子博

長
女
小
根
岸

純
　
子

英
　
明

孝
子
二
男
田
戸

　
　
　
ま
さ
二
　
　
昇

和
久
井
雅
子
佐
百
合
二
女
木
落

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　　 　　　　 ハ　　　　小柄野石登高高星

堀沢沢沢坂橋山名

直好裕政孝克玲久

美浩子利子司子徳

霜沖野津岩坪長沖
　　　南　　　岡
条立口町瀬山市立
か　　かか　を
ら　　　らら　　ら

ハ　　　　　　　　　　

桑大水星杵喜

原津落名渕多

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

小
幡
シ
ゲ
ノ
　
　
（
英

高
橋
久
蔵
82
（
本

星
名
チ
ヨ
　
（
賢

増
田
　
文
吉
9
5
（
準

秀
　
一

晴
美

育
男

満
由
美

安
雄

ま
ゆ
み

“　
0

　
8

　
3

　
9

講
灘
太
田
　

〇
一
棚
の
豊
か
そ
う
な
る
葡
萄
の
芽

○
せ
＼
ら
ぎ
の
緑
の
影
を
流
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
万
緑
や
城
山
び
ら
き
人
を
呑
む

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

○
葡
萄
棚
小
さ
き
房
々
育
ち
初
む

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
あ
で
や
か
に
三
社
祭
の
芸
者
衆

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

○
谷
深
き
馬
籠
の
坂
の
夏
館

　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
相
沢
　
鈴
江

○
嫁
一
人
ふ
え
て
め
で
た
き
初
田
植

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
待
望
の
雨
茄
子
苗
屈
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
廃
屋
の
庭
睡
蓮
の
も
の
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

髪
染
め
て
若
や
ぐ
心
更
衣

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

初
夏
や
草
花
売
り
の
蝶
連
れ
て

　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

遠
足
の
女
教
師
先
頭
夏
帽
子

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

緑
増
す
植
田
に
燕
低
く
と
ぶ

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

風
薫
る
園
児
の
芯
の
保
母
若
し

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

鉄
線
の
紫
誇
り
庭
た
の
し

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

老
妻
の
手
先
あ
ざ
や
か
ち
ま
き
結
う

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

天
気
図
に
線
引
き
多
し
梅
雨
暗
し

　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

こ
と
ご
と
く
春
野
の
緑
に
染
ま
り
け
り

　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

誰
が
言
い
し
桐
の
花
ど
き
胡
麻
蒔
け
と

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

山
百
合
の
咲
く
古
里
を
想
う
か
な

　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

つ
ば
め
の
巣
日
毎
に
形
整
え
て

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
．
〆
｝

さ
わ
や
か
に
力
士
幟
や
五
月
晴

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

山
若
葉
右
に
左
に
い
ろ
は
坂

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
静
江

恵
み
な
る
夜
来
の
雨
に
茄
子
根
付
く

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

失
せ
植
え
を
出
勤
前
の
た
つ
き
か
な

　
　
　
　
　
新
町
渡
辺
玉
泉

そ
よ
風
に
ゆ
ら
ぐ
早
苗
や
五
月
晴

　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

句
碑
一
基
青
葉
若
葉
に
囲
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

メ
ー
デ
ー
の
旗
高
々
と
ゆ
ら
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

そ
ぞ
ろ
行
く
素
足
冷
た
き
花
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
　
は
や

夏
と
な
る
袖
短
か
め
の
衣
更
え

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

田
植
時
夏
ま
さ
り
な
る
よ
き
日
和

　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

ひ
っ
そ
り
と
一
輪
落
ち
て
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

病
床
の
眠
れ
ぬ
夜
半
の
遠
蛙

　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

う
ぐ
い
す
の
声
を
脊
に
聞
き
補
植
か
な

　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

高
脂
質
血
症
は

脳
卒
中
や
心
臓
病
の
も
と

　
血
清
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
高
い
状
態
を
高
脂
質
血
症

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
長
期
間
続
く

と
、
全
身
の
動
脈
に
脂
質
が
付
着
し

て
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
脳
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

中
や
心
臓
病
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）

な
ど
、
死
の
危
険
を
伴
う
病
気
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
、
高
脂
質
血
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
病

気
の
予
防
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
予
防
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
動
物
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
取
り
過
ぎ
な

い
よ
う
に
普
段
か
ら
心
掛
け
る
こ
と

で
す
。
動
物
性
脂
肪
を
多
く
含
む
食

品
は
、
牛
肉
（
特
に
も
も
肉
）
、
豚

肉
、
牛
乳
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
ク

リ
ー
ム
な
ど
の
乳
製
品
で
す
。
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
・
　
　
（
の
ら

轟〕Ol

．
蔭
Q

灘
嶺

肉ご
；

3・6・10欝

か
ら
、
肉
を
食
べ
る
場
合
に
は
、

肉
や
豚
肉
ば
か
り
護
漢
で
編
麗

肉
を
食
べ
る
と
か
　
ノ
タ
ー
の
カ
わ

り
に
マ
ー
ガ
リ
ン
に
代
え
る
な
ど
し

て
み
て
く
だ
さ
い
・
　
　
購

コ
レ
ス
テ
▽
ル
を
多
く
含
む
食
雛

爆
轟
舗
卸
編
魏

類
で
す
。
食
品
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
、
一
日
当
り
三
百
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
下
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
卵
で
い
え
ば
、
一
日
一
個
ま

で
で
す
。

　
た
だ
、
同
じ
脂
肪
分
で
も
、
植
物

油
は
一
旦
二
十
～
五
十
グ
ラ
ム
く
ら

い
と
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
サ
ラ

ダ
油
や
ゴ
マ
油
を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
毎
日
の
食
事
に
は

十
分
気
を
う
け
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
心
掛
け
、
摂
取
カ
ロ
リ

ー
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
過

度
の
飲
酒
や
喫
煙
は
、
動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
る
因
子
に
な
り
ま
す
の
で
、

控
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
正
常
範

囲
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

螺


